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Abstract : The colonies of Aphis gQsり少

the species Cα跳御社凶4り･ajｘｍｉｃｕｓMayr, in the field experiments carried out to evaluate the

ants afforded some protection to the aphids against their natural enemies. The colonies of

Ａ，ｇｏｓｓｙfniwere attended with many ants of Ｃｊ砂onicus from May to June and from Septem-

ber to November. Aphids of a colony of /1.即s砂がi attended with many ants of C. iapmicus

increased rapidly, but the number of the aphids decreased ･ａ･fteremergence of many alatae

in spite of their natural enemies not present on or near the colony. In the results of the

direct effects eχperiment ( May, October ), aphids of a colony attended by C. japonicus in-

creased in spite むfthe adult or the last larva りf Coccinella septempunctala 1･ruckii,main pre-

dator of /1.即５syがi,･present at the same time, whereas predators eliminated whole aphids

when the ants were absent. Protection of the aphid against predators, however, was not

showed in the experiment of April･

緒 言

　ワタアブラムシAphis即ssypii Gloverはビニールハウスやガラス室で栽培されるウリ･類でよく

発生するが，その発生源は周辺からの飛び込みによる場合が多い(松崎1))。･従って,･施設の周辺

部の雑草でのワタアブラムシの発生は作物でどの程度発生するかを決める重要な要因になる。しか

しながら，その周辺部の雑草でのワタアブラムシの発生については不明な点が多い。　　。

　周辺部の雑草ではナナホシテントウ等捕食者の活動が盛んで，ワタアブラムシもよく捕食される

(野里‘･安部2))が，他方ワ'タアブラムシも場所によっては雑草でよく,発生ずる(稲泉3),｡野里，投

稿中)。その際，ワタアブラムシのコロ'ニーにはアリ類がよく訪れているのが観察される。アリ類

がアブラムシ類のコロニーを訪れてアブラムシ類をその天敵から保護する行動は一般的によく知ら

れている，(Ｗ八Y4))ので，雑草地のワタアブラム;シコロニーを訪れるアリ類はワタアブラム･シの

発生を援助している可能性が考えられる。一方，アブラムシ類を訪れるアリ類は多いが，それらが

アブラムシ類を捕食にきた天敵を積極的に攻撃してアブラムシ類の発生量に大きく貢献することに

ついては疑問視する報告もある(小野5)・田中6))。

　そこで，雑草地のワタアブラムシコロニーを訪れるクロオオアリａ。l/)。必4りaponicus Mayr が

ワタアブラムシの主要な捕食者であるナナホシテントウＣＥ心仙遊Ｍｍ加ｇほほbruckii MULSANT

の成虫と老齢幼虫を排除してワタアブラムシの発生を援助するか否かを実験的に調べたJ
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材料および実験方法へ

１。クロオオアリが訪れたワタアブラムシコロニーの割合の季節的変化

　雑草で発生するワタアブラムシのコロニ･－にクロオオアリがどの時期に訪れるかを明らかにする

ため, 1987年４月上旬から12月下旬まで高知県南国市物部の高知大学農学部構内で調査を行った。

４月上旬からﾊﾟ5月中旬と12月冲・下旬には主に道ばた,･草地および建物の近くに生えているオオイ

ヌノフグリで，５月下旬から12月上旬までは主に道ばた，草地。林縁および林床に生えているヤブ

ガラシで発生しているワタアブラムシの,コロニーを訪れるクロオオアリの状態を観察した。調査は

毎月３回（上，中，下旬）行い，各回30コロニーでクロオオアリと天敵の有無を調べた。なお，調

査期間中の気温を調査場所近く（500m以内）｡に設置した百葉箱で自記温度計で測定した。

２．ワタアブラムシコロニーの発展過程とクロオオアリの個体数変動

　1987年６月５日高知大学農学部の実験圃場で鉢植えのヤブガラシにワタアブラムシを30匹接種

し，それをクロオオアリの巣の近くに置き，ワタアブラムシの個体数とコロニーを訪れるクロオオ

アリの個体数をワタアブラムシがいなくなるま,でＦ,日おきに記録した。ワタアブラムシの個体数は

総数，総老齢幼虫数および有麹老齢幼虫数について調べたぶまた，実験中のヤブガラシ上での天敵

の有無も記録した。なお，実験期間中の気温は10m以内にある百葉箱で自記温度計で測定した。

３．ナナホシテントウの成虫と老齢幼虫のワタアブラムシ捕食に及ぼすクロオオアリの影響

　実験は高知大学農学部構内の草地で1987年４月，５月およびiO月に行った。 ･･

　４月の実験は鉢（直径12cni,･高さ■10cm)にオオイヌノフグリを１株植え，それにワタアブラムシ

を100匹接種して次のような実験区を作って実験を行った。準備した鉢をクロオオアリの巣の近く

(10cm以内)に置き，クロオオアリがワタアブラムシのコ･ロニ¬を訪れるようにした後，テントウ

ムシ類等の天敵の侵入を防ぐため,に透明円筒(直径30cm,｡高=さ50cm,上部は200メッシュの網)で

覆った(アリ区)。アリ区と同様な方法で設置して３時間後にナナホシテントウ成虫を１匹入れた(ア

リ十天敵区)。準備した鉢をアリがいない場所に置き，透明円筒で覆った(｡１,ントロール区)。コン

トロール区と同様な方法で設置した後すぐにナナホシテントウ成虫を１匹入れた(天敵区)。以上

の４区はそれぞれ３株ずつ用いた。各区を設置した後ノワタアブラムシの総数と株上のクロオオア

リの個体数を１日おきに５回記録した。また，ナナホシテントウ成虫とクロオオアリの日周活動を

見るため，それぞれ24時間にわたって２時間ごとに行雛を観察し,･同時に温度も測定した。実験は

４月15日から25日まで行った。　　　　　　　　　　　　／　よ　　　ヶ　　　　　　　　　　　　。，

　同様の実験を５月15日から25日まで，鉢植えのキュウリ苗(品種：岡豊，葉数３～５枚)を用い

て同じ場所で行った。キュウリ苗を用いたのはオオイヌノフグリが実験に適した株がなかったこと，

実験中のワタアブラムシの個体数が数えやすいことおよび施設の周辺には放置されたキ・ユウリ苗で

ワタアブラムシがしばしば発生することが観察されだからである。ナナホシテントウ成虫とクロオ

オアリの日周活動についても４月と同様に調べ，同時に照度と温度も測定した。

　10月15日から25日･まで，鉢植えのキュウリ苗を用いてナナホシテントウ老齢幼虫のワタアブラム

シ捕食とクロオオアリの働き方を調べた。実験方法は４月の実験と同様で，同じ場所で行‘つた。

　　　　　　　　　　　　　ドペ　　　　結　●，果＼。　　　　　　　丿　　づ

１。クロオオアリが訪れたワタアブラムシコロニー・の割合の季節的変化　　”・

　,クロオオアリ,の巣の入口付近で活動する個体は４月上毎から観察,されたが，ワタアブラムシのコ

ロニーを訪れている個体は認められなかった。 4一月中旬からクロオオアリが訪れるコロニーが見ら
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れ始め，気温の上昇とともにその

割合が次第に高くなって６月中・

下毎には50％前後になった(Fig.

1）。　4月中はオオイヌノフグリ

に発生するワタアブラムシのコロ

ニーにはナナホシテントウの成虫

と幼虫がしばしば観察されたが，

５～６月はクロオオアリのいるコ

ロニーではテントウムシ類等天敵

類はまうたく見られなかった。７

月になり気温がさらに上昇すると

その割合は急に低下し／高温が続

く７月下旬から９月上旬までは僅

かなコロニーでしかクロオオアリ

は見られなかっ･た。９月中旬から

気温が低下するにつれてその割合
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Fig. 1 . Seasonal changes in the rate of the colony of

　　　Aj)Kiｓ ｇｏｓｓｙ{＞ii　ｖ<hichwas attended with ａｍ･

　　　ponotus japonicus (columns ) and the mean

　　　temperature (solid circles ).

が高くなり始め，９月下旬から次第に高くなって11月上・中旬には60％前後に達し，下旬まで高い

割合であった(Fig. 1)。9～11月にはクロオオアリのいるコロニーではナナホシテントウ等天敵

類はまったく見ることができなかった。 12月になると低温のためヤブガラシが枯死したためワタア

ブラムシはオオイヌノフグリで小さなコロニーをつくったが，そこを訪れるクロオオアリは極めて

少なかった。

２．ワタアブラムシコロニーの発展過程とクロオオアリの個体数変動

　６月５日に接種したワタアブラムシの個体数は気温がやや低下傾向の中で増加を始め，６月19日
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には株全体に広がり最高密度になった。このよう,なワタアブラムシの増加とともにコロニーを訪れ

るクロオオアリの個体数も除々に増えた(Fig, 2)。その後もコロニーを訪れるクロオオアリの個

体数は増え続けたが，ワタアブラムシの個体数は逆に減り｡始めご老齢幼虫に占める有麹虫の割合が

増加するにつれて総数は次第に減少した。７月３日以降は老齢幼虫の有麹虫が少なくなったにもか

かわらず，気温の上昇とともにワタアブラムシ総数はさらに減少を続け，それにともなってクロオ

オアリの個体数も次第に少なくなった( Fig.2)。この調査期間中ナナホシテントウ等天敵類はま

ったく見られなかった。

3.ナナホシテントウの成虫と老齢幼虫のワタアブラムシ捕食に及ばすクロオオアリの影響

　４月の実験結果をFig. 3 ,4に示す。コントロール区とアリ区は接種後時間の経過とともにワタ

アブラムシの個体数は増加を続け10日後には接種時の約4.5倍に達した(Fig. 3)。それに対して，

天敵区はナナホシテントウ成虫の捕食によってワタアブラムシの個体数は減少し続け10日目には極

めて少数になった。アリ十天敵区では接種した日から10日目までワタアブラムシの個体数はほぽ等

しく推移した。その間，クロオオアリがコロニーを訪れ，ワタアブラムシを捕食にきたナナホシテ

ントウ成虫を攻撃する行動とナナホシテントウ成虫がクロオオアリのいない時にワタアブラムシを

捕食する行動の両方が観察された。この期間中にワタアブラムシコロニーを訪れたクロオオアリの

個体数は全体的に少なく１株当たり４匹以下で推移した(Fig. 3)。この実験中にクロオオアリの
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Fig. 3. Changes in the number of the aphids in the four experiment plots in Apr‘il.1987

　　　　( upper ) . Symbols indicate the ants present-no predator plot（●），ｎｏants-no

　　　　predator plot (O)・the ants present二pﾘdator present plot (■) and no ants-pre･

　　　　dator present plot（□）.The predator was the adult of Coccinella septempunctata

　　　　bruckii. Changes in the number of Ｃ･ﾌﾟ砂回iりsin the two experiment plots（bottｏｍ

　　　　）.Open and solid columns indicate the ants present―no predator plot and the ants

　　　　present一predator present plot.
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Hours

Fig..4. Hourly changes in the number of C. japonicus in the two experiment plots in April,

　　　　1･987 (open and solid columns indicate the ants present―no predator plot and the

　　　　ants present-predator prese‘ntplot ) . Solid circles indicate the mean temperature.

　　　　↑:sunrise.↓:sunset.

日周活動を調べたところ，日出とともに気温が

上昇すると株上に出現する個体数が増え，12時

頃ピークになり，その後気温が低下するにつれ

て出現個体数も減少し，暗くなると株上にはい

なくなった。夜間はまったく出現せず，翌朝日

出とともにコロニーを訪れるようになった

(Fig. 4)。それに対して，ナナホシテントウ成

虫は朝はクロオオアリより約１時間遅く活動を

始め。夕方は約１時間早く活動を停止した。そ

の間天敵区のナナホシテントウ成虫はワタアブ･

ラムシの探索と捕食および休息か見られた。ケ

　　　　　　　　■　　　　　　ｌ　　　　’　１　１１　　Ｆ　Ｉリ十天敵区のナナホシテントウ成虫はワタアブ

ラムシの探索時にクロオオアリに発見されると

攻撃を受け株上から落下してクロオオアリに攻

撃されない場所でじっとしている行動が見られ

た。その後,しばらくしてまたワタアブラムシの

探索を続ける行動を示し，クロオオアリの攻撃

を受けない時は捕食したが,｡捕食の途中でクロ

オオアリに攻撃されることが多かった。

　５月の実験結果をFig. 5 , 6に示す。コント

ロー｡歩区とアリ区のワタアブラムシ個体数は接

種後増加を続け10日後には初期の約９倍になっ

た（Ｆぼ5う。それに対して√天敵区のワタア

ブラムシ個体数はナナホシテントウ成虫によく

捕食さ･れて６日ﾐ以降はごく僅かになづた。≒アリ

十天敵区のワタアブラムシ数は時間の経過にと
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Fig. 5. Changes ;in the number of the

　‘.　　･aphidsin the ･four experiment

　　　plots in May, 1987 (upper )

　　　and in the number of C. japoni-

　　　cus in the two experiment plots

　　　(bottom ). Symbols, as in Fig.

　　　3 . The predator was the‘adult

　　　ofで.sゆ£empunctata bmckii.
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もなってコントロール区とほぼ同じように増加した。この区ではクロオオアリの株上への出現数が

多くなり(Fig. 5),ワタアブラムシを捕食にきたナナホシテントウ成虫を攻撃するのがよく観察

された。この期間中にグオオアリの日周活動を調べる煮,昼間は多数の個体が株上に出て活動し，

夜間はそのうちのかなりの個体が活動はしないものの株上にとどまった。このような株上の個体数

の変動は気温や照度の１日の変化とは必ずしも一致しなかった･ ( Fig.6 )。ナナホシテントウ成虫

の活動時間は９時～18時までで，クロオオアリのそれよ‘り輝からた。アリ十天敵区のナナホシテン

トウ成虫はクロオオア,リに攻撃されるため，活動時間であってもワタアブラムシを探索する行動は

殆んどせずじっとしている時間が長かった。　．ｌ　･･･・
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Fig. 6. Hour】y changes in the number of c: j4･㎝icus in the two eｘp･eriment･plotsin May,

　　　　　1987.Open and solid columns indicate the ants present-no predator･ plot and the

　　ヽants present-predator present plot. Solid large and small circles indicate light‘in-

　　　　　tensityand the mean temperature.　　　　　　　　　　　　　゛'

　11月の実験結果をFig. 7に示す。コントロール区とタり区のワタアブラムシ個体数は接種後増加

を続け10日後には最初の約４～５倍になった。それに対レで｡天敵区のワタアブラムシ個体数はナ

ナホシテントウ老齢幼虫によ《･捕食され急激に減少し２白以降はごく少数になり'6日目にはＯにな

った。･アリ＋天敵区のワタアブラムシの個体数は接種後増加を続け10日後にはコントロール区と同

じく接種数の約５倍になっ･た(Fig. 7)。この区ではクロオオフtリの株上への出現数が比較的多く

(Fig. 7),ナナホシテントウ老齢幼虫に対する攻撃が激しく,ぐワタアブラムシはまうたく捕食され
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　　　　Symbols, as in Fig. 3. The predator was the last larva of Ｃ.ｓ砂加mpumctata bruckii。

　　　　　　●　ＩΦ　　　　　　　　　●　　Ｉ･一手　，　　　１　。　　　，　　　　。゛ｉ　　’‘’ ．ｔ　ｊ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　考　　　　察'･　‥　　　・＼　　ｙ　　　｀ぺ

　･･今回の実験結果によるとノク,ロオオアリは5～6一月と9 －11月にワタアブラムシめコロニ，をよ

く訪れ(Fig. 1),その･コロニ･－の初期かも訪れ:るとナナホシテントウ等天敵は見られず/そのコ

ロニーはよく増加した(Fig, 2)。クロオオアリ｀めこゴロニーベの貢献はゲイジ内でめ実験亡株上に

きたナナホシテントウ,の成虫と幼虫を攻撃し追い出したこ･とヽ(Fig, 5バ),がら,ノグロオ,オアリの

個体数が多い時はウタ･アブラムシの天敵類をぞめコロニ，-に寄せつけないごとにあると推測され

る。このことは，ナナホシテントウ(成虫，老齢幼虫)がワ‘タアブラムシをよ｀く捕食する(Fig. 3･

,5,7;野里・安部2))にもかかわらず，オオイヌノフグリやヤブガラシで発生するワタアブラム

シのコロニーにクロオオアリが多数いる時はワタアブラムシの天敵類がまったく見られなかったこ

とを説明しているものと考えられる。ADENUGA and ＡＤＥＢＯＹＥＫＵ７)はクロオオアリと同属のＣａ竹1帥-

ｎ心乱icvapimensis'がAphis era麟面ｍをぞの天敵から保護することを報告している。･ま･た, 'Lasius

叫″もAphisか脚をその天敵から保護す聚こ≒べ焦ら杯｡でる(E牡ZlADY and粘NNEDY*';

BANKS9))‘ｏ　　　；　　'･　　　　　　　　　　ﾐ　　　　ﾊﾞｽｸ　　　｀‘'ニ　　　。;　ブ。ト　　　＼

　一方，今回の実験り結果，クロオオアリがワタアブラムシlのコロニーを保護できない場合があっ

た。まず，４月におけるクロオオアリはワタアブラムシのコロニーを訪れることが少なぐ( Fig. 1 ),

ナナホシテントウ成虫‘の捕食行動を岨止す心こと'が充分にできな'かっ･た(Fig: 3)。この‘こIとは，
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４月はクロオオアリが活動を始めたばかりで巣の発達が不充分で働きアリが少なく，ワタアブラム

シのコロニーを充分守ることができないことを示唆している。つぎに，クロオオアリはワタアブラ

ムシのコロニーに多数いても，コロニーの終期にワタアブラムシの個体数が減少することを阻止す

ることができなかった(Fig. 2)。このことは，クロオオアリはワタアブラムシの増殖に直接働き

かけることはせず，ただ排出物を餌として利用しているだけであることを示している。このような

排出物の利用だけの性質はワタアブラムシのコロニーを訪れる他のアリでも見られる(小野5))。

　また，７～８月の気温の高い時にクロオオアリはワタアブラムシのコロニーを訪れることは殆ん

どなかった(Fig. 1)。これは，高温になるとワタアブラムシは林内のヤブガラシで発生するよう

になるが(野里・安部2))，クロオオアリは主に乾燥した明るい場所に営巣するので(森下lo)；岡

本11))，比較的暗く湿った林内にあるワタアブラムシの｀コロニーをクロオオアリが訪れることはな

いためと考えられる。　　　　　　　　　　　　犬｡

　クロオオアリは4～11月に活動するが，５～６月と9-11月,にワ1タ,アブラムシのコロニーをよく

訪れて，そのコロニーを保護する。そのクロオオアリが活動する時期はワタアブラムシもよく発生

するが(MORITUS12)；秋野・佐々木13)
.‘山下ら14)；野里，投稿中)レまた，ナナホシテントウも多

数出現しワタアブラムシをよく捕食する(山下ら14);下元15)；野里・安部2))。だから，ワタアブ

ラムシの初期コロニーをナナホシテントウが先に見つけた時はすべて捕食されてしまうが，クロオ

オアリが先に訪れた時はそのコロニーをナナホシテントウ等天敵から保護するものと考えられる。

従って，オオイヌノフグリやヤブガラシのような雑草でワタアブラムシが発生し，そのような場所

にクロオオアリが営巣する場合には，そのコロニーを天敵から保護するのでワタアブラムシは大発

生し，有麹虫が多数出現すると考えられる。このように出現した有麹虫が栽培作物へ飛来すること

が予想されるので，クロオオアリの発生には注意が必要である。・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要　　　　約，

　クロオオアリはワタアブラムシのコロニーをよく訪れるので，それらがその天敵からアブラムシ

を保護するかを評価するために野外実験を行った。

　多くのクロオオアリがワタアブラムシのコロニーを訪れるのは５～６月と9～11月であった。ク

ロオオアリが多数訪れたワタアブラムシのコロニーではそれらの天敵はコロニー近くには見られ

ず，その個体数は急激に増加した。しかし，有麹虫が多数羽化した後は減少した。

　直接効果の実験の結果（５月，10月），クロオオアリが訪れた：フロニーではナナホシテントウ（成

虫，老齢幼虫）を同時に存在させても増加したのに対し，ク｡ロオオアリがいない場合は捕食者はワ

タアブラムシをよく捕食した。しかしながら，捕食者からワタアブラムシを保護するクロオオアリ

の効果は４月の実験では認められなかった。　　ヶ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文　　　　献　●　　　｀●

１）松崎征美：施設栽培におけるアブラムシ類の生態学的研究　第１報増殖様式．高知県農林研報，4，

　　21.-24 (1972).　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

2）野里和雄・安部利和：ワタアブラムシ個体群の暖地における生存率の季節的変化に及ぼすナナホシテ

　　ントウの捕食と気温の影響．応動昆, 32, 198-･;iO4 (1988).

3）稲泉三丸：ワタアブラムシの生活環と，その多型に関する研究．宇都宮大農学学報特輯.37, 1 -

　　132 (1980).

4）ＷＡＹ,Ｍ.J.:Mutualism between ants and honeydew-producing Homoptera. Ann. Rev. Ent., 8･, 307-

　　344 (1963).



ワタアブラIムシの発生に及ぼすクロオオアリの影響（野里・長野） 139

５）小野泰正：ワタアブラムシAphis gossypii Glover自然個体群とアリ５種の関係についての生態学的

　　研究．宮城県農業短期大学学術報告, 16, 21-29 (1969).

6）田中　正：野菜のアブラムシ, 220pp.日本植物防疫協会，東京(1976).

7) Adenuga, a. 0. and Adeboyeku, Ｋ.:Influence of Camponotus acvaがmensis MayR (Hymenoptera ＦＯr･

　　micidae ) on the multiplication of Aphis ｃｍ�四回 Koch (Homoptera Aphidae ).　Ｒｅｖ.Ｚｏｏｌ.ａｆＴ.,97,

　　836-845 (1983).

8 ) El-Ziady, S. and Kennedy, J. S.:Beneficial effects of the common garden ant.ＬａｓiｕｓｍｇｅｒL., on the

　　black bean aphid, Aphisル&αg SCOPOLl. Pr.･）･7j? Ent. Soc.Ｌｏｎｄ(A), 31, 61-65 (1956).

9) Banks, C. J.:Effects of the ant £^sius niger ( L. ) on insects preying on small populations of Aphis

　　fabae SCOP. on bean plants. Ann.aj＞|>£.Biol･, 50, 669-679 (1962).

10）森下正明：蟻類．“昆虫下巻”古川晴男編. p. 1 -56, 研究社，東京(1945).

11）岡本　啓：四国の蟻(4).げんせい, 5, 39-43 (1957).

12) MORITSU, M.:Observations on the seasonal abundance of Aphis即SSがi Glover on egg-plants in

　　japan. Mus/it, 27, 50-68 (1954).

13）秋野浩二・佐々木睦雄：暖地におけるジャガイモアブラムシ類の季節消長に関する研究.中国農試報，

　　3, 440-463 (1957).

14）山下　泉・堀内崇裕・井上　孝：露地オクラにおけるアブラムシ類の発生消長とその被害について.

　　’げんせい, 43, 55-60 (1983).

15）下元　桂：キュウリを加害するワタアブラムシの増殖パラメーターと生命表．げんせい, 43, 83-89

　　(1983).

(昭和63年９月27日受理)

(昭和63年12月27日発行)




	page1
	page2
	page3
	page4
	page5
	page6
	page7
	page8
	page9

